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研究成果の概要（和文）：本研究では湖沼流域の現状に対する住民評価と評価に影響を与える要因を明らかにす
ることを目的とした。これを達成するため，琵琶湖・霞ヶ浦・八郎湖の流域住民を対象として，「湖沼流域の現
状評価」と「評価に影響を与える要因」に関するアンケート調査を実施し，共分散構造分析によって仮説モデル
を検証した。
その結果，例えば琵琶湖流域の評価については，1)琵琶湖に対する愛着が強い，もしくは，琵琶湖に関する情報
源の種類数が多いほど，琵琶湖への関心が高く，それらの人は水質と生態系の評価が高い傾向にあること，2)情
報源の種類数が多い人は知識レベルが高く，それらの人は水質の評価が高い傾向にあることなどが明らかとなっ
た。

研究成果の概要（英文）：This research project aimed to clarify the factors affecting the 
environmental evaluation of the Lake basin. I conducted a questionnaire survey for residents and 
analyzed responses by the covariance structure model. As a result, in a case study of Lake Biwa, the
 study revealed the following: (i) residents who have a strong attachment to Lake Biwa or who have a
 lot of information sources about the lake are more interested in the lake, and those residents tend
 to have a higher evaluation of water quality and ecosystem, (ii) other residents with a lots 
information sources about lake have a high level of knowledge, and those residents evaluated the 
water quality as good.

研究分野： 環境政策科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
湖沼の環境は流域内の様々な活動の影響を受けるため，住民，事業者，NPO，行政など多様な主体が湖沼の環境
保全に参加する必要がある。しかし，多くの政策は専門家委員会での議論や科学的データに基づいた評価によっ
て決定され，市民活動や政策による環境保全の成果のとりまとめや課題の抽出など，評価における市民参加は限
定的である。あわせて，国内湖沼におけるCODの環境基準達成率は顕著に低く，今後，環境基準値の達成のみを
目指すのではなく，住民の価値観や湖沼との関わりを踏まえて湖沼ごとの目標像や事業内容を検討する必要があ
ると考える。
本研究の成果はそれら検証のための基礎的な資料となることが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

湖沼の環境は流域内の様々な活動の影響を受けるため，住民，一次産業従事者，事業者，NPO，

行政など多様な主体が湖沼の環境保全に参加する必要がある。近年，多様な主体が環境保全活動

に参加する事例は多くある。しかし，市民活動や政策による成果のとりまとめや課題の抽出など，

評価における参加は限定的である。多様な主体が評価に参加する事により，評価の透明性が上が

る，評価プロセスを通じて関係者自身に変化をもたらす，などの意義がある。一方，住民評価の

視点は水質としての環境だけではなく，生物多様性や湖との関わりの深さ，地域への愛着など，

個人によって異なり，それらの住民の感覚が科学的データの傾向と一致しない場合がある。今後，

環境基準値の達成のみを目指すのではなく，住民の価値観や湖沼との関わりを踏まえて湖沼ご

との目標像や事業内容を検討するため，住民評価や住民と専門家の評価の違いから今後取り組

むべき課題について明らかにする必要があると考えた。 

 

２．研究の目的 

本研究では住民評価を踏まえた湖沼保全政策の検討を進めるため，次の 3 点を明らかにする

ことを目的とした。 

目的１：湖沼流域の現状に対する住民評価と評価に影響を与える要因（評価に至る心理構造） 

目的２：住民評価と専門家評価の差異とその要因 

目的３：住民評価が低い項目から，①利害関係者間において議論・調整が必要な項目(論点)，②

湖沼保全政策に反映すべき地域課題，③住民に正しく認知されていない項目  

 

３．研究の方法 

 琵琶湖・霞ヶ浦・八郎湖の流域住民を対象として，「湖沼流域の現状評価」と「評価に影響を

与える要因」に関するアンケート調査を実施した。調査は 2023 年 3 月にインターネット調査会

社を通じて実施した。回収サンプル数は，琵琶湖 720，霞ヶ浦と八郎湖は 480 とした。評価に影

響を与える要因間の関係性（影響を及ぼす方向と度合い）を仮説モデルとして設定し，得られた

回答を用いて共分散構造分析を行った。また，属性や湖沼間でモデル構造に差異があるかを確認

した。 

 

４．研究成果 

 まず，各湖沼の流域の現状評価に関する単純集計の結果を図１～図３に示す。特に水質につい

て「大変良い」「良い」「どちらかと言うと良い」の回答に着目したところ，琵琶湖流域に対する

住民の評価は北湖では約 70%が良いと回答したが，南湖を良いと評価した割合は約 25%と比較的

悪い評価であった。一方，滋賀県による評価結果は北湖の全窒素以外の項目では環境基準値を見

たいしていないものの，北湖・南湖ともに水質は悪くはなく，改善傾向にあるとされていた。霞

ヶ浦流域については，西浦および北浦の水質が良いと回答した割合は 30％であった。茨城県に

よる評価結果も環境基準値のうち生活環境項目の達成率が 0 で横ばいであることから，水質浄

化対策を進めることが言及されていた。八郎湖流域の評価は約 30%が比較的良いと回答し，秋田

県による調査結果では環境基準値を達成していないことが言及されていた。 



 
図１ 琵琶湖流域の評価 

 
図２ 霞ヶ浦流域の評価 

 

図３ 八郎湖流域の評価 

 

 琵琶湖流域の水質評価と生態系評価に影響を与える要因を共分散構造分析によって検証した

結果，1)琵琶湖に対する愛着が強い，もしくは，琵琶湖に関する情報源の種類数が多いほど，琵

琶湖への関心が高く，それらの人は水質と生態系の評価が高い傾向にあること，2)情報源の種類

数が多い人は知識レベルが高く，それらの人は水質の評価が高い傾向にあることなどが明らか

となった。 

 

図４ 分析結果 
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